
大野市ゼロカーボンシティ宣言

近年、地球温暖化が原因とみられる気候変動の影響により、世界規模で猛暑や集中

豪雨などの自然災害が頻発し、まさに「気候危機」というべき状況となっています。

2015 年に合意されたパリ協定では「産業革命前からの平均気温上昇の幅を 2℃未満

とし、1.5℃に抑えるよう努力する」との目標が国際的に広く共有されました。2018

年には、気候変動に関する政府間パネル（ＩＰＣＣ）が公表した特別報告書において、

この目標を達成するためには、2050 年頃には二酸化炭素排出量を実質ゼロとするこ

とが必要との見解が示されています。

こうした中、昨年 10 月に内閣総理大臣が「2050 年に脱炭素社会の実現を目指す」

ことを宣言しました。

大野市においても、本年３月に策定した「第三期大野市環境基本計画」に基づき、

脱炭素化に向けた行動の促進やまちづくりの推進に取り組んでいきます。

日本百名山の荒島岳をはじめとする緑豊かな山々や、大野盆地を潤す清らかな九頭

竜川水系、市民の誇りである湧水地と地下水、日本一にも選ばれた美しい星空など、

大野市には豊かな自然が残されています。

このかけがえのない自然環境を、私たちの将来の世代に引き継いでいくためにも、

全世界が挑む気候変動という難題に対し、市民や事業者の皆さんと目指すべきゴール

を共有して一体となって取り組んでいかなければなりません。

大野市は、2050 年までに市内の二酸化炭素排出量を実質ゼロにする「ゼロカーボン

シティ」の実現に挑戦することを宣言します。
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